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山鹿市社協は、これまで高齢者サロ
ン交流や疑似体験等の体験型学習に
力を入れてきましたが、コロナ禍によ
り別の形の福祉教育を模索すること
になりました。そうしたなか、上村さ
んが取り組んだのが「コロナ差別」を
テーマに全社協・全国福祉教育推進
委員会が作成した福祉教育教材「あな
たのまちでやさしさをひろげるため
に」を活用したプログラムの実践で
す。昨年12月、同市にある城北高校
の医療福祉科1年生20名を対象に
50分間のプログラムを実施しまし
た。
高校の担当教諭から「生徒は書く時
間を与えるとしっかりと考えること
ができる」と助言され、上村さんは
ワークシートを用意し、「感染者に対

して何を思いますか？」など4つの質
問について意見を書く時間を設け、
3、4人ずつ発表してもらうことにし
ました。さらに、本テーマをより身近
に感じてもらえるよう、山鹿市で実際
に起きたコロナ差別のエピソードを
解説に取り入れました。
プログラムの実践にあたり、上村さ
んが特に意識したのは「生徒に共感す
ること」です。「発表の内容がこちら
の意向と違っても否定せず、発表して
よかったと思ってもらえるよう心が
けました」と上村さん。
上村さんは、生徒がどのような反応
を示すか不安もあったそうですが、
「想像以上に真剣に受け止め、深く考
えてくれました」と手応えを語りま
す。また、「同行した同僚にも好評で

『自分も実践したい』と言ってもらえ
たこともうれしかったです。福祉教育
は皆で取り組まなければ広がりませ
んから」と笑顔を見せます。
上村さんは、福祉教育について「福
祉の入口として、子どもにプラスの感
情を持ってもらえるようにしたい」と
語ります。実は、上村さんは、小学生
の時に福祉教育で訪問したデイサー
ビスでの体験が楽しく、それが今の仕
事を目指すきっかけになったそうで
す。「福祉教育を楽しいと感じられる
ことが、子どもの福祉に対する興味や
人への優しさにつながります。このこ
とを職員の共通認識とし、学校の教員
とも情報交換をしながら取り組んで
いきたいですね」と意気込みを語って
くれました。

福祉への興味につながる「楽しい」福祉教育を大切に

福祉教育わたしの実践
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特 集

地域共生社会づくりに向けた
大学VC・社協VCの連携を考える
～コロナ禍での活動を通して～
　近年、大学ボランティアセンター（以下、大学 VC）と社協ボランティアセンター（以下、社協 VC）との
連携が全国各地で進んでいます。大学生ならではの柔軟な発想を活かしたプログラムは、地域課題を解決する
大きな力になっていましたが、コロナ禍によりこれまで通りの活動が困難になっています。
　今、大学 VC と社協 VC ではどのような工夫をしているのか。今後どのような活動を行っていくのか。オン
ラインで話し合いました。

地域とつながる社協と、 
学生の「感性」を活かして

熊谷　まずは、大学VCの活動概要や、
社協VCの関わりなどについてお話し
ください。
開澤　中央大学VCは2013年に設置
され、現在、7つの公認学生団体に約
200人の学生が在籍しています。

設立以来、東北・岡山・熊本などの
被災地でコミュニティ支援を行ってい
ます。本学の多摩キャンパスがある八
王子市と日野市でも活動を行っており、
なかでも「チーム防災」という公認学
生団体は、日野市で地域防災の大切さ
を伝える活動を活発にしており、日野
市社協VCの宮崎さんにはいつもアド
バイスをいただいています。また、文

京区の後楽園キャンパスでは、理工学
部の学生たちがVC公認学生団体「り
こボラ！」を設立し、100人を超える
メンバーが活動しています。

さらに、中央大学や日野市社協VC
など7団体によるネットワーク「ボラ
ネット多摩」で、毎年「3.11」の前後
に、地域防災力の向上をめざすイベン
トを行っています。これは7年ほど続
けており、年4、5回は担当者の皆さん

と集まる機会があるため、よい関係を
築けていると思います。学生たちも、
他大学の学生と交流することで刺激を
受けています。
熊谷　「りこボラ！」の学生は、東京ボ
ランティア・市民活動センター（TVAC）
にもいらしてましたね。
開澤　中央大学はVCが多摩キャンパ
スにしかないので、学生が身近に相談
できる大人ということで、TVACや文

社協ボランティアコーディネーター・ハンドブック』公開（神奈川県社協かながわボランティアセンター）
2021 年 2 月発行、社協ボランティアセンター / コーディネーターの役割、機能、仕事を見つめ直し、今後に向けた課題整理、目標設定を行う、
社協 VC 職員必読のハンドブック。ダウンロード可能。（詳細は「神奈川県社協」で検索（4 月 6 日「お知らせ」から））
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大学ボランティアセンター

社協ボランティアセンター

参加者

座談会

地域住民に紙食器のつくり方を伝える
「チーム防災」

「りこボラ！」のごみ拾い活動。
後楽園キャンパス周辺にて
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千種区社協マスコットキャラクター「ユーカリーナ」
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京区社協VCの皆さんに相談に乗って
もらっています。
宮崎　中央大学の皆さんとの出会いは、
東日本大震災のボランティア派遣で宮
城県気仙沼市の大島に行ったときのこ
とです。以来、中央大学でVCを立ち上
げることになった時からずっと一緒に
活動してきた印象があります。

また「ボラネット多摩」は、学生た
ちのよい出会いの場となっています。
今は、学生が自主的に行っている活動
を、私たちが下支えする形になってい
ます。
秋田　愛知淑徳大学にコミュニティ・
コラボレーションセンター（以下、
CCC）が開設されたのは2006年です。
現在、在学生約9,000人のうち3割の
学生がCCCに登録し、約30の学生団
体が活動しています。

これまで、大学の敷地内やデイサー
ビスセンターなどで、定期的にカフェ
を開いて地域交流の場づくりをしたり、
東日本大震災の被災者支援などを行っ
たりしてきました。

被災者支援では、当時、被災地の状
況を踏まえ、大学として学生が被災地
を訪れての活動はしばらく見合わせる
こととしました。そのため、名古屋市
社協VCとタッグを組み、名古屋市内
に避難した広域避難者と家族の支援を
行いました。例えば「なごやであそび
隊」という団体は、避難者世帯の子ど
もたちと一緒に、東山動植物園やトヨ
タ産業技術記念館に出かけたり、毎月、
大学内で学習支援を行い、その後、皆
で料理をして一緒に食事をしたりして
きました。

また、千種区社協VCの協力を得て、
区ボランティア連絡協議会のメンバー
と学生との交流会も何度か行いました。

こうした活動のなかで、社協VCに

は、活動を進める上でのさまざまな準
備や広域避難者の皆さんの情報集約な
ど、多方面で協力を得ています。私か
ら見ると、社協VCは「地域とつなが
る先生」です。私たちの活動は、社協
VCがあるからこそ成り立っているの
だと感じています。
野川　名古屋市社協VCでは、東日本
大震災で被災し、名古屋市に移住され
た132世帯の皆さんの交流の場として

「お茶っこサロン」を開催しています。
愛知淑徳大学や名古屋工業大学の学生
には、学習支援など、さまざまな形で
ご協力いただいています。

また、「ボランティア活動の促進協働
会議」では、名古屋市や名古屋市社協、
企業、NPO、大学が協働し、ボランティ
アをしたい人と、必要としている団体
とのマッチングイベント「ぼらマッ
チ！ なごや」を開催しています。

さらに、「なごやか地域福祉・大学
ラウンドテーブル」では、市内10大学
の担当者がつながり、若者のボラン
ティア活動や地域貢献への意欲を高め
るための話し合いをしています。コロ
ナ禍の前までは、学生が知的障害者や
シニアの方々と一緒にボッチャを楽し
む会を開催していました。

こうした行事を企画するなかで感じ
るのは、参加前の学生たちの気持ちを
きちんと受け止め、参加後は学生たち
を次の活動へ丁寧につなげてくださる
のが、CCCをはじめとした大学VCの
方々になります。
吉岡　千種区社協では、第4次活動計
画を作成する際、愛知淑徳大学の学生
5人に参加していただきました。その
学生たちがつくってくれたのが、千種
区社協のマスコットキャラクター

「ユーカリーナ」です。このキャラク
ターを用いて、SNSを活用した地域に
対する福祉情報の発信や、グッズ制作
など、しかけづくりに熱心に関わって
もらいました。共同募金の実績が増加
したのも、これらの取り組みが理由の
一つかもしれません。

また、コロナ禍の前には、学生と高
齢者サロンでコーヒーを淹れ、歌や体
操などの介護予防活動に取り組む「珈

琲ボランティアあじさい」のメンバー
が一緒になり、大学構内でサロンを開
催しました。あじさいメンバーの多く
は高齢者の男性で、学生と一緒に活動
することで元気をもらったと大変喜ん
でいました。コロナ禍が落ち着いたら
また行いたいと思います。

ほかにも、学生とともに小学生の福
祉教育にも取り組んでいます。内容は、
紙芝居を使い認知症の理解促進を図っ
ていくもので、地域包括ケアの取り組
みにも位置づけられています。千種区
には大学が多いので、さらに多くの大
学とつながり、企業とも連携しながら
今後は地域の困りごとを解決していき
たいと思っています。
熊谷　学生の感性や発信力を、地域の
活動に取り入れることは大きな力にな
りますね。学生にとっても、学びにつ
ながる部分が多いと思います。

コロナ禍だと諦めずに工夫して 
「できること」を

熊谷　ここからは、コロナ禍によりで
きなくなったこと、あるいはコロナ禍
だからこそできたことや気づいたこと、
さらには学生の様子などをお話しいた
だきたいと思います。
開澤　2020年度は、学生はオンライ
ン授業が中心で、課外活動もほぼ自粛
となりました。VCも、可能な範囲で活
動をオンライン化し、同時に新しい講
座を企画・運営する日々でした。

しかし、少しでも対面活動をしたい
と考え、感染対策をしながら昨年12月
と今年3月に1回ずつ、多摩キャンパス
と後楽園キャンパス周辺で清掃活動を
実施しました。また、後期からの新た
な講座開設に向けて、学生に企画から
参加してもらいました。その結果、
ファシリテーション講座や講演会など
46講座を実施し、783人の学生が参加
しました。

さらに今年3月には、日野市社協VC
の協力を得て、認知症サロンカフェと
放課後の学童で計3回、オンラインボ
ランティアを行いました。学生はよう
やく「誰かのために貢献できた」と実

「災害支援用語集 サイガイペディア」を公開（全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）、岡山 NPO センター）
災害時に被災者を支援する行政、ボランティア、民間支援団体関係者がスムーズに活動を行うため、災害に関する専門用語を解説した「サ
イガイペディア」を公開。（詳細は「JVOAD」で検索（3 月 10 日「お知らせ」から））

情報提供

名東区・千種区ボランティア団体との交流会
（2019 年開催）
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DVD『ひとりも取り残さないために～インクルーシブ防災～』貸出開始（NHK 厚生文化事業団）
誰ひとり取り残さないインクルーシブ防災の実現をめざして、「避難編」「避難生活編」の 2 つの DVD の無料貸出を開始。地域の学習会、教育、
企業の防災担当者研修会などの教材として活用可能。（詳細は「NHK 厚生文化事業団」で検索）

情報提供

感することができ、やりがいがあった
ようです。

また、「ボラネット多摩」のイベン
トもオンラインで行いました。トーク
セッションや学生が制作した動画など
を1日中YouTubeでライブ配信しまし
た。約11団体が制作した動画は、今後
も素材として活用できる媒体となりま
したので、学生にもよい機会になった
と思います。

ほかにも、助成金で購入したWi-Fi
を倉敷市社協VCに送り、それを「平
成30年7月豪雨」で被災した真備町の
仮設住宅に設置していただき、オンラ
インで2回、交流会を開催しました。

こうしたオンラインボランティアを
行う際、事前ミーティングに社協VC
や福祉施設の職員さんに入っていただ
くと、当日の内容が充実すると感じま
した。私や学生が不安を感じていても、
社協VCや福祉施設の皆さんが前向き
な言葉をかけてくださるので、全員の
モチベーションが高まる場面が何度も
ありました。

コロナ禍でも諦めずに工夫をすれば、
できることはたくさんあるのだと気づ
きました。
宮崎　中央大学VCのオンラインボラ
ンティアは、ボランティア先にとても
喜ばれ、その後お便りもいただきまし
た。高齢者の方も新たな体験は楽しい
ものですし、その上、学生が活動して
くださることは、大変励みになったの
ではないかと思います。
熊谷　オンラインへの対応は大変でし
たか。
宮崎　日野市社協でも、昨年から市民
や福祉関係者の方に向けてZoomの講
座を毎月行っています。その意味では、
ITを活用する技術は少し上がってきて

いると思います。また、福祉施設では
オンラインを活用しないと利用者と家
族の面会ができない状況なので、ITの
活用は福祉施設にも広がっていると感
じています。
秋田　CCCがコロナ禍で取り組んだ
ことの一つに、手紙で子どもの学習支
援をする「郵便先生」があります。今ま
で続けてきた被災世帯の子どもだけで
なく、地域のひとり親世帯の子どもも
対象とし、子どもたちと学生がやり取
りを重ねました。子どもたちからお礼
の手紙をいただき、学生たちも喜んで
いましたね。

また、「まちかど保健室」を運営す
る名古屋市療養サービス事業団に、認
知症養成サポーター講座を行っていた
だき、受講した学生による認知症の方
へのオンライン傾聴ボランティアをス
タートさせました。

それから、こども食堂を利用してい
た小学生を対象に、オンラインで料理
教室や栄養講座も実施しました。

ほかにも、名古屋市のベトナム人技
能実習生たちが、コロナ禍で就業でき
ず、お寺に身を寄せていると知り、オ
ンラインで日本語教室を行いました。
複数大学の学生が先生となり、昨年7
月から今年3月までの間、毎週日曜日
に2時間行い、約150人のベトナム人
の方が参加しました。丁寧に日本語を
教える学生たちを見ながら、きっとベ
トナム人の方々は日本を好きになって
くれるのではないかと感じました。

学生は上手にオンラインを活用しま
すが、やはり対象者との直接のふれあ
いを望んでいるため、つらい1年だっ
たと思います。大学で作成している、
コロナ禍のもとでの活動ガイドライン
がまとまったら、感染対策に留意しな

がらできるだけ地域に出ていきたいと
考えています。

まだコロナ禍が続きそうですが、こ
うしたなかで工夫をすることが、今後、
学生たちが社会に出て困難に直面した
時に状況を変えていく力になるのでは
ないかと思います。
野川　「ボランティア活動の促進協働
会議」では『コロナに負けない　ボラン
ティア・市民活動の取り組み』という
冊子をつくりました。これは、コロナ
禍でも工夫しながら活動を継続してい
る団体にインタビューをし、活動のポ
イントをまとめたものです。

また、「なごやか地域福祉・大学ラ
ウンドテーブル」では、ボッチャ交流
会ができなくても、今の状況や今後の
ことを話し合う場は必要であるとの思
いから、何度もオンラインで意見交換
をしました。

それから、先ほど秋田さんのお話に
あったベトナム人技能実習生について、
少し加えて説明します。名古屋市には、
昨年5月に認定NPO法人レスキュース
トックヤードが立ち上げた「NPOおた
がいさま会議」というプラットフォー
ムがあります。これは、コロナ禍にお
いて困りごとを抱えるNPOなどの情報
を共有し、課題解決の方法を模索する
場で、ベトナム人技能実習生の話はこ
の場で出たものです。そして、ここに
参加していたCCCと名古屋市社協VC
が協力させていただくことになったと
いう、マッチング事例でもあります。
吉岡　私たち社協VCが、地域で顔の
見える関係づくりをしていくとき、学
生の力は大きいと思うことがたくさん
あります。一方で、学生も学生時代に
しかできない社会活動をすることで将
来の役に立つこともあるのではないか

真備町の仮設住宅の住民とのオンライン交流会
「郵便先生」でのやり取り。
中央は子どもからのお礼の手紙 ベトナム人技能実習生へのオンライン日本語教室

4



日本司法支援センター「法テラスの電話等無料法律相談」実施（2021 年 9 月 30 日まで延長）
法テラスでは現在、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、期間限定で、弁護士・司法書士による「電話等無料法律相談」を全国で実施。
実施期限が 2021 年 9 月 30 日までに延長。（詳細は「日本司法支援センター／法テラス」で検索）

公開情報

と思います。コロナ禍が収束したら、
皆で会える場をたくさんつくりたいと
考えています。

学生は地域をつなぐ「かすがい」
多くの活動の機会を

熊谷　コロナ禍で手探りの部分もあり
ますが、皆さんの話をうかがっている
と、さまざまなチャレンジを進めてい
ることがわかりました。

今後もしばらくコロナ禍が続きます
が、次第に状況が改善していくであろ
うことも踏まえ、大学VCと地域のVC
のパートナーシップへの期待をお聞か
せください。
開澤　大学VCの役割は、学生の思い
を形にしていくことです。これを実現
するためには、地域で長年の経験やつ
ながりを持つ社協VCの存在は欠かせ
ません。その意味で、今はとてもよい
関係を築くことができていると思いま
す。

また、今までは活動のプログラムが
多少あいまいでも、現場に行けば何と
かなる部分もありましたが、コロナ禍
での新しいプログラムは、そういうわ
けにはいきません。プログラムづくり
においても、社協VCのサポートを受
けることでうまくいくことがたくさん
ありますので、ぜひ今後も頼りにした
いと思っています。
宮崎　私は、学生は地域をつなぐ「か
すがい」だと思っています。私たちは
さまざまな地域活動の支援を行ってい
ますが、どうしても地域に空白の部分
が生じると感じています。そこを埋め
てくれるのが学生です。本当に貴重な
存在ですので、今後も学生が活動する
際、ふさわしい場や機会を提供できる
ように努めたいですね。

また、これだけオンラインを活用す
る支援はコロナ禍の今だからこそでき
ることだと思っているので、今後も積
極的に取り組んでいきたいと思います。
今年度は、地域福祉の一つとして、高
齢者向けのスマートフォン講座をして
ほしいとの依頼があったので、地域包
括支援センターと取り組む予定です。

学生の得意分野だと思いますので、協
力してもらえたらと考えています。

最後にもう一つ。八王子市にある東
京都立大学VCの現在のコーディネー
ターは、東日本大震災のときに宮城県
仙台市で被災し、その経験から学生時
代には日野市内の防災・減災ボラン
ティアの学生のリーダーとして活動し
ていた人物です。先日開催した「ボラ
ネット多摩」のオンラインイベントで
も活躍してくれました。今後も、大学
VCと社協VCとの連携が、こんな人材
を育む機会になるといいなと思ってい
ます。
秋田　宮崎さんの「学生はかすがい」と
いう言葉、素晴らしいと思います。大
学VCとしてうれしいことです。

先ほどと重複しますが、私たちは地
域のネットワークの先生である社協
VCにつないでいただくことで、日々
の活動ができていると感じています。
また、名古屋市社協VCで長年お世話
になっている方に「他人ごとが自分ご
とになる人をつくれば、将来、必ず地
域で助け合える」と教わりました。本
当にその通りだと思います。

社協VCとの連携を通じて地域でボ
ランティアに関わり、地域の大人に支
えられる経験をした学生たちは、自分
が地域住民として年を重ねた時、次の
世代を支える役割を担ってくれると思
います。長いスパンではありますが、
こうしてよい地域ができあがっていく
のだと思いますので、これから先も10
年、20年、30年と活動を続けていき
たいと思っています。
野川　市の地域福祉計画と市社協の地
域福祉推進計画が一体となった計画

「なごやか地域福祉2020」でも、「地域
で活動する多様な担い手を育む」とし
た柱のなかで、若者が継続的な活動に
つながることを支援しています。今後
も学生同士の交流会や、マッチングイ
ベントなどを積極的に行っていきたい
と思います。

その際、学生を継続的な地域活動に
つなげるためのフォローを、大学VC
と社協VCで一緒に取り組むことが大
切だと思いますので、引き続き、よい

連携をしていけたらと考えています。
吉岡　先ほど、学生5人に千種区社協
のキャラクターをつくっていただいた
話をしましたが、実は、そのうち1人
が社協に、2人が行政に就職してくれ
ました。名古屋市社協ではありません
が、とてもうれしかったですね。今後、
ボランティア活動が大学で単位認定さ
れたり、就職にプラスになったりする
ケースが増えるといいなと思っていま
す。

私は、学生のボランティア活動は、
最初は半分強制でもいいと思うのです。
なかなか自発的に活動しようと思う学
生は多くありませんから。まずは全員
に体験していただき、そのなかの1割
でも魅力を感じていただければいいと
思っています。社協VCは、そうした
学生をしっかりと受け入れ、楽しんだ
り学んだりしてもらう場を提供するこ
とが大切ですね。

今後も、多くの大学VCと連携しな
がら活動していきたいと思います。
熊谷　コロナ禍においても、やはり地
域のVCとしては、何でも相談できる
パートナーという存在でありたいとの
思いが伝わってきました。

一方で、学生たちはコロナ禍の現在
でも、地域のなかでさまざまな人々を
つないでくれる、空白を埋めてくれる

「かすがい」のような存在であるとの
お話もあり、お互いに普段からよい関
係をつくっておくことが大事なのだと
感じました。

また、大学時代、地域の活動に関
わってくれた学生が、社会に出て、ま
た地域で活躍してくれているとのお話
もあり、今、取り組んでいることは将
来につながっていくのだなと実感しま
した。その意味でも、学生のボラン
ティア・市民活動への参加がますます
期待されます。

また、学生の声を丁寧に活動につな
いでいる大学VCの存在も非常に大き
なものです。

ぜひ、この状況を一緒に乗り越え、
将来につながる長いお付き合いをして
いけたらと思います。

今後ともよろしくお願いします。
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少年指導員

杉
す ぎ

野
の

 夏
か  な  こ

菜子さん

公益財団法人　太陽生命厚生財団「2021年度社会福祉助成事業」募集(2021年6月30日必着)
生活福祉分野で地域に根ざした活動を行っているボランティアグループ等（法人格の有無は不問）が実施する事業への助成を継続して実
施。在宅高齢者または在宅障害者等に向けた福祉・文化活動を行うための費用を助成。（詳細は「太陽生命厚生財団」で検索）

助成金情報

退所後の母子が	
暮らしやすい地域をめざし	
「ひだまり」学習塾を開設
リアン東さくらが「ひだまり」学習塾(以
下、ひだまり)を開設したのは、2014年
4月のことです。きっかけは、母子にとっ
て暮らしやすい地域づくりをめざすリア
ン東さくらの理念に加え、母親たちから
子どもの学習支援や見守りの継続を希望
する声が多く寄せられたことにあります。
そこで、民生委員・児童委員と協働し、
地域住民のコミュニティ施設となってい
る「中本老人憩の家」で、毎週土曜日に
ひだまりを運営していくことになりまし
た。会場をリアン東さくらとしなかった
理由について、杉野さんは「地域に母子
生活支援施設への理解を広める機会にな
り、それが母子の暮らしやすさにつなが
ると考えました」と語ります。

ひだまりを支える	
民生委員・児童委員の存在や、
大学生ボランティアの成長
ひだまりが支援の柱としているのは

「食」「学習」「居場所づくり」の3つです。
「食」では、民生委員・児童委員が毎週
おにぎりを用意するほか、月1回はカレー
などをランチとして提供しています。ひ
だまりの大きな特長は、民生委員・児童
委員がリアン東さくらと両輪となって子
どもと関わる点です。定期的に会議を行
い、子どもの家庭環境や支援の目的を共
有することにも努めています。「民生委
員・児童委員の皆さんは、厚い人情を持っ
た方ばかりで、子どもにとっても『信頼
できる地域の大人』になっています」と
杉野さん。
また、学習支援は大学生のボランティ
アが担っています。大阪市では、大学生
のボランティア活動の経験が教員採用試
験の際に評価される仕組みになっており、
実際にひだまりで学習支援をしていた大
学生が教職に就いた例もあります。ひだ
まりでは、大学生と一緒に活動の振り返
りの時間を持ち、地域や子どもの状況を
共有するとともに、子どもの関わりにつ

いて意見交換を行うことで、大学生が成
長する機会となることもめざしています。

社協との連携から生まれる	
つながりやコロナ禍での支援

リアン東さくらでは、大阪市社協が実
施する地域貢献事業にも積極的に参加
しています。地域のほかのこども食堂と
のつながりが生まれ、地域の子どもたち
や母子世帯が抱える課題を共有すること
で、利用者への物資の提供など、支援の
輪がさらに大きくなっています。
また、コロナ禍においては、大阪市ボ

ランティア・市民活動センターのコー
ディネートにより、地域で生活する母子
世帯への弁当配食に協力したり、プロの
演奏家が子どもたちに音楽を届けるプロ
ジェクトの紹介を受け、保護者含め20
名が演奏を楽しみました。「市社協の幅
広いネットワークの力により、子どもた
ちが貴重な体験をすることができまし
た」と杉野さんは語ります。

子どもが未来を描くことのできる	
居場所をめざして

杉野さんは、これまでの活動で印象的
な出来事として、中学3年間不登校であ
りながら、ひだまりに通い続け、学習支
援を受けて高校に進学した子どもの存在
をあげます。
「子どもたちから、人の可能性を信じ、
つながり続けることの大切さを教えられ
ています」と杉野さん。これからも、子
どもが未来を描くことのできる居場所づ
くりに取り組んでいきます。

大阪府大阪市	 母子生活支援施設 リアン東さくら
	 学習支援と見守り活動「ひだまり」

運営主体：社会福祉法人みおつくし福祉会（大阪府大阪市）
定　　員：50世帯
開　　設：1972年

1972年に大阪市立東母子寮の受託運営を開始。大阪市の指定管理者としての受託運営などを経て、2019年
から現在の「リアン東さくら」に名称変更。母子の自立を支援している。「リアン」はフランス語で「絆」
を意味する“LIEN”と「笑っている」を意味する“RIANT”にちなんでいる。「絆」を大切に、一人ひとりが
「笑顔」で生活し旅立ってほしいという支援者の「思い」が新しい建物となり「カタチ」になっている。

母子支援を通して広がる、
地域の支援の輪と子どもの未来

施設
紹介

「退所した母子が暮らしやすい地域をつくる」という思いで、地域への理解を広げ
る挑戦を続けているリアン東さくら。その支援の輪は着実に大きくなり、「ひだま
り」は母子の現在と未来を支える地域の居場所として根づいています。

「ひだまり」運営の会議に参加するメンバー

Ch
all
eng
e

社会課題に挑む
第1回

本コーナーは、社会変化がもたらす、さまざまな社会課題を解決するためにチャレンジする
ボランティア・NPO、社会福祉施設などの事例紹介を通して、ボランティアの可能性と
社協ボランティアセンターの役割を考えます。

6



『月刊福祉』2021年5月号(全社協出版部) 価格1,068円(本体971円)
特集は「地方分権と福祉」。変化し続ける社会保障・社会福祉制度の動向や課題を整理するとともに、多様な福祉課題への対応を、実践事例
を交えながら多角的に紹介。(詳細は「福祉の本出版目録」で検索)

書籍紹介

ボランティア・市民活動において、地域で多くの仕掛けづくりに取り組む皆さんの実践には、
活動を進めるヒントや学びがたくさんあります。
第１回は、ボランティア団体・NPOの関心が高く、ボランティアコーディネーターに相談が
寄せられることも多い「助成金申請」について、群馬県共同募金会の星野久子さんに申請の
ポイントを教えていただきます。

相 談 者：医療ケア児を育てるお母さん同士で、月に１回、食事会を開いている団体。

相談内容：車いすやバギーの子どもを連れて集まれる常設の居場所を作るための助成金を申請したい。

初めて助成金申請をする、
という団体さんがやってきた。 の巻

1	本当に実現したいことって	
なんだろう?

「居場所を作りたい」という希望に対
して、家賃補助が可能な助成金を紹介す
る（もしくは共同募金で助成する）こと
も考えましたが、「助成金のその後」を
考慮しました。事業運営には「固定費」
と「臨時費」が必須ですが、「固定費を
調達し続けること」はとても難しいこと
だからです。そこで私は、常設の居場所
を運営している「先輩団体」を紹介し、
そこを実際に訪問するよう促しました。
それにより、自分たちがしたいことを具
体的にイメージしてもらうことにしたの
です。
その結果、相談者は、常につながるた
めの「ネットワークづくり」に取り組む
ことを決意。「常設の居場所づくり」に
必要な常駐スタッフの確保や、場所の経
営に労力を費やすことで、肝心の「つな
がりづくり」が疎かになる懸念があった
ようです。「本当は何がしたいのか」。そ
れを炙り出すこと（アセスメント）が、
助成申請支援の要となります。「解決し
たい課題」を的確に捉えてさえいれば、
手法や手段が多少あやふやでも軌道修正
が可能です。しかし、課題の捉え方があ
やふやだと、いくら手段が立派でも課題
解決にたどり着けないのです（と、尊敬
する大先輩から教わりました）。

2	助成申請を通じて目標を	
可視化する

群馬県共同募金会では、申請者と一緒
に「目標設定シート

＊
」という書類を作成

する過程で「本当にしたいこと」を炙り
出し、言語化しています。申請者の多く
は「困りごと」と「解決の目標」（＝や
りたいこと）は直感的に書けますが、「目
指す社会像」と「障壁・問題」が言語化
できずに悩みます。社会像は「誰もが等
しく幸せに」といった概念になってしま
い、障壁は困りごとと重複してしまうこ
とが多いです。目指すものが具体的でな
いと、障壁も具体化されないのです。課
題解決とは、障壁を解消するためのさま
ざまな働きかけのことであり、助成金や
寄付金もそこに期待して出されることを
理解してもらうことが大切です。

3	助成を通じて団体の基盤強化
を支援する

では、アセスメントの結果、「やっぱ
り常設の居場所を実現したい！」となっ

た場合は、どのような支援が必要でしょ
うか。固定費がかかる以上、安定的な財
源確保は必須です。事業実績がない段階
で、立ち上がりを助成金で賄おうとする
のであれば、団体としての信頼性を確実
に示さなくてはなりません。そこで必要
になるのが「会則」です。役員の選出方
法や意思決定手順が明確化されているか
がポイントです。例えば、団体内で意見
が割れたときなどに、会則が確立されて
いれば、それに則って合意形成できます
が、会則が確立されていないと空中分解
しかねません。さらに確認すべきは、会
の決算書と事業報告書です。決算書は、
会計基準が異なる法人格・分野であって
も横断的に客観比較ができる大切な書類
で、「その会がお金にどう向き合ってい
るか」が見て取れます。事業報告書から
は「今、何を重視して活動しているか」
といった、会の現在進行形のミッション
を読み取ることができます。
いずれにしても、「助成申請のために」
の支援ではなく、「助成申請を機に」会の
運営を考えるよう促すことが大切です。

ノウハウを学ぼう！を

群馬県共同募金会

星
ほ し

野
の

 久
ひ さ

子
こ

さん

＊目標設定シートの構成
●課題認識・解決の目標（困りごと／目指す社会像／障壁・問題／解決の目標）
●事業実施内容・活動内容（取組内容／アウトプット）
●目指す成果（中間アウトカム／最終アウトカム）

【ダウンロード用URL】
https://www.akaihane-gunma.or.jp/koiki_program/
※上記URL内で、組織基盤をチェックするための「自己点検表」も
　公開しています。

必見！
仕掛け人！
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  次号の特集は（予定） 

みなさんの声を活かした誌面づくりをめざします。

〜 ぜひ読者アンケートにご協力ください〜

概要
■ 動画のオンデマンド配信
2021年6月1日（火）から当面の間
・・つながりアクションホームページに活動紹介動画を掲載

■ ライブ配信
2021年6月30日（水）　14時〜16時
・・講演（上野谷加代子さん）
・・上野谷さんと実践報告者とのトーク
・・情報交換 ＆ 交流

詳細は つながりアクション  で検索

新型コロナウイルス感染症の拡大により、各地でボラ
ンティア活動の制限が続いた2020年5月、「広がれボラ
ンティアの輪」連絡会議など11団体が連携し、「未来の
豊かな “つながり” のための全国アクション」（以下、つな
がりアクション）を始動しました。

つながりアクションでは、コロナ禍においても地域のつ
ながりや支援が必要な人 と々の絆を保ち続けることをめざ
しています。これまで、さまざまな工夫で地域とのつなが
りを続ける全国各地の実践をホームページで発信すると
ともに、オンラインサロンを開催し、実践者同士の交流
などをサポートしてきました。

コロナ禍の終息までは、まだ厳しい状況が続きます。
つながりアクションでは、コロナ禍における実践や工夫を
共有し、今後の活動づくりに役立てるため「拡大版オン
ラインサロン」を開催します。ぜひご参加ください。

下のQRコードを
携帯電話で読み込んでいただくと
アンケート回答記入フォームが開きます。

月刊『ボランティア情報』は、ボランティアコーディ
ネーターやボランティア活動を推進する皆さんの、日々の
活動に役立つ情報提供をめざし、1977年創刊以来、多
くのボランティア・市民活動実践を紹介してまいりました。

今年度から、読者の皆さんの声をより一層活かした誌
面づくりをめざし、読者アンケートを実施します。ぜひご
協力ください！！

読者アンケートは、記事の感想をはじめ、掲載を希
望するテーマ、皆さんの職場や地域で取り組まれ
ているお勧めの実践などをご紹介ください。

「コロナ禍での災害ボランティアセンター運営について」
2020年7月に発生した豪雨災害では、新型コロナウイルス感染防止対策から、被災地域や被災県内のボランティアを中

心とした活動が行われました。また、災害ボランティアセンターでは感染拡大を防ぐさまざまな工夫がなされました。
次号の特集では、コロナ禍で災害ボランティアセンターの運営に携わった被災地の市町村社協の取り組みを紹介し、感

染症対策下での災害ボランティアセンター運営について考えます。

コロナ禍における各地のボランティア実践を学ぶ
「オンラインサロン」を開催！

 イベント紹介

皆さまの声を皆さまの声を
 ぜひご記入ください！ ぜひご記入ください！

今月の紙面今月の紙面
の感想の感想

私たちの地域の私たちの地域の
「この実践」を「この実践」を
ぜひ紹介したい！ぜひ紹介したい！

etc...etc...
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